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課題の解決に必要な

見方や考え方を

自ら選択し、
働かせ、
より主体的に
課題解決に
取り組む
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４つの見方

エネルギー な視点

粒子 な視点

生命 の視点

地球 な視点

理科における「見方・考え方」

主体的に探究し 学びながら
科学的に思考する力を高める理科授業の構築
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理科における「見方・考え方」

主体的に探究し 学びながら
科学的に思考する力を高める理科授業の構築

小学校で
身に付けた
問題解決の力を

中学校でも
活用し、
より豊かに
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理科における「見方・考え方」を適切に選択し、働かせることができる
探究の過程を意識した学習活動の設定

理科室に掲示し、

子ども達も教師も

「見方・考え方」を

常に意識する。
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単元1 運動とエネルギー
4章 仕事とエネルギー

２B 運動エネルギー

物体の運動エネルギーは、
◆運動の速さが大きいほど大きい。
◆物体の質量が大きいほど大きい。

運動エネルギーについては、例えば、水平面上を動く
物体の衝突実験を行い、物体の質量が大きいほど、速
さが速いほど、大きなエネルギーをもっていることを理
解させる。その際、物体の高さや質量、速さなどの条
件を制御して実験を行い、その結果を分析して解釈し、
その規則性を見出して理解させるようにする。

【中学校学習指導要領（平成29年告示）解説 理科編 平成29年7月】

「科学的に思考する力を高める」ために
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これまでの授業では…

▲測定の誤差が大きく、測定
の回数が少ないと近似線
が描きにくい。

▲ 測定回数を増やすと、実験
に時間がかかり、さらにグ
ラフを描くのにも時間がか
かる。
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今回の授業では…

▲測定の誤差が大きく、測定の回数が少ないと近似線が描きにくい。

→探究の過程を振り返るきっかけとする。
→「考え方」を働かせながら振り返る。

▲測定回数を増やすと、実験や結果のグラフ化に時間がかかる。

→タブレット端末の利活用により、
グラフ化の時間を短縮する。
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【1時間目】 運動エネルギーの大きさと速さや質量の関係を調べてみよう
l 金属球の速さを変えて、電池の移動距離を測定する。（測定回数は、教科書と同じ3回）

「科学的に思考する力を高める」ために

近似線を直線として処理した班
8班中 3班

近似線を曲線として処理した班
8班中 3班

近似線を処理できなかった班
8班中 ２班

【今日の学習で一番大切だと思ったこと】
l 玉の質量が大きいほど、物体の移動距離は大きくなる。二つの球が同じ速さでも、そ
れぞれの質量が違うと、質量の大きいほうが物体を大きく動かせる。球の速さが速く
なるほど、物体の移動距離は大きくなる。

l 運動している物体がもつエネルギーを運動エネルギーという。 玉の速さが速いほど
物体の移動距離も大きくなる。玉の質量が大きいほど物体の移動距離も大きくなる。
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【2時間目】 運動エネルギーと物体の速さの関係についてさらなる規則性を見つけよう
l 近似線が直線なのか曲線なのかをはっきりさせる。 →探究の過程を振り返る

近似線を直線として処理した班
8班中 3班

近似線を曲線として処理した班
8班中 3班

近似線を処理できなかった班
8班中 ２班

実験回数を増やし、グラフの印が増えれば、
直線なのか曲線なのかを判断できる。

分類する

比較する 条件制御
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【2時間目】 運動エネルギーと物体の速さの関係についてさらなる規則性を見つけよう
l 実験結果のグラフ化に時間がかかる。→表計算ソフトを使って、自動的にグラフ化

グラフからわかること

金属球の速さが速くなればなるほど、物体の移動距離は大きくなる。

グラフは曲線になっている。だから、金属球の速さと物体の移動距離は
比例していないと言える。

20分間の実験で
集めたデータの数は、

60～90回分
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【2時間目】 運動エネルギーと物体の速さの関係についてさらなる規則性を見つけよう。
l 実験結果のグラフ化に時間がかかる。→表計算ソフトを使って、自動的にグラフ化

各班の進捗状況や
グラフの形を
学級全体で共有

班の中で自然と
対話が生まれる。

他の班と比べると
実験の回数が
少ないね。
もうちょっと

がんばろう！

どうしてこんな
ところに印がある
んだ？実験データ
をもう一度
見てみよう

100cm/sから
１５０cm/sまでの
実験データが少な
いな。この速さを
狙って実験しよう。

どの班も
曲線っぽく
なってるみたい。
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【2時間目】 運動エネルギーと物体の速さの関係についてさらなる規則性を見つけよう
l 近似線が直線なのか曲線なのかをはっきりさせる。 →探究の過程を振り返る

【今日の学習で一番大切だと思ったこと】

l 球の速さが速くなるほど物体の移動距離が大きいと分かった。回数を重ねるとグラフ
の線は曲線になると分かった。

l 球の速さが速くなるほど、物体の移動距離は大きくなる。金属球の速さと物体の移動距離の関
係は比例していない。曲線のグラフになった。

l 金属球の速さと物体の移動距離ではグラフが曲線になっているので比例の関係では
なく二次関数の関係である。

【今日の学習で一番大切だと思ったこと】

l 玉の質量が大きいほど、物体の移動距離は大きくなる。二つの球が同じ速さでも、
それぞれの質量が違うと、質量の大きいほうが物体を大きく動かせる。球の速さが速くな
るほど、物体の移動距離は大きくなる。

l 運動している物体がもつエネルギーを運動エネルギーという。 玉の速さが速いほど物体の
移動距離も大きくなる。玉の質量が大きいほど物体の移動距離も大きくなる。

【１時間目】

【２時間目】
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【成果と課題】
l 「見方・考え方」の選択と働かせる場面を繰り返し設定したことで、生徒は
「見方・考え方」を意識し始めた。それにより探究の過程の中の考察・推
論の場面での学習の深まりが見えてきた。

l ICTを効果的に使ったことで、実験データの処理にかかる時間を短縮し、運
動エネルギーについての規則性や関係性について、深く考察させることが
できた。

▲ 各学年で主に重視する探究の過程（問題を見出す活動、課題を解決する方法の
立案を行う活動、結果の分析・解釈を行う活動、探求の過程の振り返る活動）
を3年間を通して計画的に意図的に授業に組み込んだ単元構成が必
要。

▲ 意図的な単元構成の中で課題解決に必要な「見方・考え方」をさらに整
理し、位置づけていくこと。
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